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〔秋の企画展  10 ／ 24 ( 土 ) 開幕〕

みどころ 2
森と共生する金津創作

の森のコンセプトを生

かした展示です。色を

付けた杉木立は、鳥か

ごに美を採集するとい

うイメージを現してい

ます。

9 ／ 27  ( 日 ) まで 好評開催中！

開幕式当日のトーク（ミュージアム -2）

右は夏木マリさん

開幕式のテープカット（ギャラリー）

7 月 18 日（土）のオープニング
イベントの様子

佐々木 愛
（現代美術作家）

角　文平
（彫刻家）

眞壁 陸二
（画家）

野外インスタレーション

「こども部屋のアリス」原画  ©asami kiyokawa

土地の性質を生かして生み出される眞壁陸二の絵画（左写真。建物の壁
面に樹木を描いたたくさんの板材を貼り合わせています）、砂糖によって
風景や記憶を意匠化する佐々木愛のインスタレーション、金属の造形に
より人工物と自然を対比させる角文平の彫刻で森を表現します。

みどころ 1
清川さんにとって最大
規模でメモリアルな個
展 と な る「清 川 あ さ み
－美採集－」。本展では、
すべての作品の原画を
ご覧いただくことがで
き ま す。原 画 と い っ て
も、写 真 へ の 刺 繍 や 水
彩 画 な ど さ ま ざ ま。清

川さんは、これらをみんな「原画」と呼んでいます。思ったより小さく
見える原画でも、そこには大きな感動が表現されています。原画でしか
味わえない本物の美をご覧ください。
このほか、子ども部屋のアリスや狼王ロボなど、繊細さと美しさが同居
した作品群も本展の魅力を高めています。

し   しゅう

ま ち か ど graffiti で は、 広 報
係が取材した “ あわらの話題 ”
をお届けします！ 

　「市民活動サポート助成金」事業の支援団体を決
定する公開プレゼンテーションと審査会を行いま
した。応募した６団体が歴史やダンスなどをテー
マにしたまちづくり活動を提案。地域の活性化へ
の熱い思いを審査員にアピールしました。
　この事業は地域の活性化やまちづくりに取り組
む団体、グループを応援するもので、助成金には
ふるさとあわらサポート基金が充てられています。

　吉崎湖畔の夕べが開催され、吉崎小学校児童と
金津こども園吉崎分園の園児が毎年恒例の創作オ
ペレッタを発表しました。今年のテーマは「蓮如
さんものがたり」。子どもたちはいろいろな役を通
して、蓮如上人が吉崎を布教の地に定めるまでの
半生を熱演していました。観客たちもじっくりと
劇に見入り、大人顔負けの立派な演技に大きな拍
手を送っていました

あんどん作りにチャレンジ
◆７月 16 日 ( 木 )　新郷小学校

あわらを元気にしたい
◆７月 28 日 ( 火 )　市役所

蓮如さんものがたりを上演
◆７月 25 日 ( 土 )　吉崎なぎさ公園

　あんどん作り教室が開かれ、新郷小学校の５・
６年生 10 人が参加しました。本荘地区の大人た
ちが子どものころの思い出を語りながら児童たち
に作り方を教えていました。児童たちはバーナー
で竹を曲げて作った枠に好きな絵を描いた紙を張
り付け、オリジナルのあんどんが完成するとうれ
しそうに友達と見せ合っていました。

大学と連携して地域振興を
　７月 21 日に国立大学法人福井大学と産業、
医療、福祉、教育など各分野での相互協力を目
的として、包括的連携に関する協定調印式を行
いました。福井大学の
眞弓学長より、地域に
密着した人材育成に力
を入れていきたいとあ
いさつがありました。

ご寄付ありがとうございます
　三越建設工業株式会社（坂井市三国町）よ
り 100 万円のご寄付を頂きました。
　これは、創立 70 周年記念事業の一環とし
て頂いたもので、
福祉事業に役立て
てほしいと濵野一
志社長より橋本市
長へ目録が手渡さ
れました。
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